流 ザ 五 来 

氷ェ輪 賓 



〔氷柱 か V やく 窓の べに〕 

峠 

〔夜 を ま 青き 藺 むしろに〕 

〔あかつき 眠る みどりご を〕 

〔きみに ならびて 野に たてば〕 

初七日 

〔林の 中の 柴 小屋に〕 

〔水 霜繁く 霧た ちて〕 

「あな 雪 か 屠 者の ひとり は〕 



車中 二〕 

村道 

〔さき 立つ 名誉 村長 は〕 

〔僧の 妻 面 膨れた る〕 

〔玉蜀黍 を播き やめ 環に ならべ 〕 

〔うから もて 台地の 雪に〕 

〔残 丘 の 雪の 上に〕 

民間 薬 

〔吹雪 か > やくな かにして〕 



〔いた つきて ゆめみな やみし〕 

いたつ きて ゆめみな やみし、 (冬な りき) 誰と も 

しらず、 

その かみの 高麗の 軍楽、 うち 鼓して 過ぎれ る 

ありき。 

その 線の 工事 了り て、 ある もの はみ ちに さ 

らば ひ、 



紫 綾の 大法 衣、 逆光線に 流れし め、 

六道い ま は 分る らん、 あるじの 徳を讃 へけ リ。 



〔温く 妊みて 黒雲の〕 

温く 妊みて 黒雲の、 野 ばらの 藪 を わたる 

あり、 

あるいは さらに まじら ひ を、 求む と 土 を 這へ る あ 
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上流 

秋 立つ け ふ をく ちな はの、 

水ぎ ぼ うし は むらさきの、 

いくさの 噂 さしげければ、 

暗き 岩 頸 風の 雲、 

ぬ。 



沼 面 はるかに 泳ぎ 居 て 、 

花穂 ひとしく つらねけ 

蘆 刈び ともい まさらに、 

天の け は ひ をう か、 V ひ 



砲兵 観測 隊 

(ばかばかし きょかの 邑は、 よべ 屯せ しクゾ なる 

を) 

ましろき 指 はう ち ふる ひ、 銀の モナ ドは ひしめ 

きぬ。 

(いな 見よ 東 かれら こそ、 古き 火薬 を 燃し 了へ 

ぬ) 

うかべる 雲 を あざけりて、 ひとびと 丘を奔 せく 



、まも r -、 

罵リか はし 牧人ら、 

息 あつく して いば ゆる を、 

ともに、 

雪の 火山の 裾野 原、 

山 はいくた び雲潫 の、 

て、 

おとしけ おとしい よいよ に、 



貴き ァ ラヴの 種馬の、 

まもり かこみて もろ 

赭き柏 を 過ぎ くれば、 

藍の なめく ぢ角 のべ 

を 血 馬と なしにけ 



リ 



〔そのと きに 酒^つ くると〕 



そのと きに 酒代つ くると 

そのと きに 重 瞳の 妻 は、 

柏 原 風と、； ^ ろき て、 

さ。 

馬 はみ な 泉 を 去りて、 

さ。 



つま 

夫 はまた 裾野に 出で し。 

はやく また 闇 を奔リ し。 

さはし ぎ ら 遠くよ ば ひ 

山ち かくつ どひて あり 



〔こら はみ な 手 を 引き 交へ て〕 

こら はみ な 手 を 引き 交へ て、 巨け く 蒼き みなかみ 

の、 

つつどり 声 を あめ ふらす、 水な しの 谷に 出で 行 

きぬ。 

廐に 遠く 鐘 鳴りて、 さびしく 風の かげろ 

/ ま、 

小さき シャツ は ゆれつ、 も、 こらの おらび はい ま 

だ 来ず。 



〔月の ほのほ を かたむけて〕 

月の ほのほ を かたむけて、 水杵は ひとり ありし 

かど、 

搗 ける はまこと み も 得ぬ、 渋き こなら の 実な り 

けり。 

さらばと みちを 横ぎ りて、 束せ し 廐肥の 幾 十つ 

ら、 

祈る がごと き 月し ろに、 朽ちし とぼ そ をう 

か > ひぬ。 



まどろむ 馬の 胸に して、 

る ひ、 

山の 焼 畑 石の 畑、 

しき。 

や ま 

人な き 山 彙のー 一日路 を、 

は、 

塩のう る ひの 茎嚙 みて、 
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おぼろに 鈴 は 音 を ふ 

人 も はかなく うま い 

夜 さり はせ 来し 酉 蔵 

ふた ゝび 遠く 遁れけ 



〔氷柱 か、 V やく 窓の べに〕 

氷柱 か、 V やく 窓の べに、 「獺」 とよば る、 主幹 ゐ 

て、 

横め きびしく 扉 を 見る。 

赤き 九 谷に 茶 をのみ て、 片頰 ほ、 ゑむ 獺 主幹、 

つら、 I 卞を ひらめかす。 



来賓 

狩 衣 黄なる 別当 は、 眉 をけ はしく 茶 を 

のみつ。 

袴 羽織のお 百姓、 ふたり 斉しく 茶 を 

のみつ。 

窓 をみ つめて 校長 も、 た y ひたすらに 茶 



をのみ つ。 



しゃう ふ を 塗れる ガラス戸 を、 

のぞきたり。 



学童ら こもごも J 



五輪 峠 



五輪 峠と 名 づけし は、 

(巌の むらと 雪の 松) 



地 輪 水 輪 また 火 風、 

峠 五つの 故なら ず。 



遠き 山ば た 谷の はた、 

リ。 

夏の うたげに はべ る 身の 

南 かたぶく 天の川、 

見る。 



たばこの うねの 想 ひ あ 

声 をち y れの髪 をはぢ 

ひとりた よりと すかし 



〔あか つき 眠る みどりご を〕 



あかつき 眠る みどりご を、 ひそかに 去りて 小店 

ささ、 

しとみ 上 ぐれば 川 音 や、 霧 はさ やかに 流れた 
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あかり 

よべの 電燈を その ま、 に、 ひさげ のこりし 桃の 

頼の、 

アム スデ ンジ ユンい ろ 紅き、 ほのかに 映えて 熟る 

るら し。 



〔きみに ならびて 野に たてば〕 

きみに ならびて 野に たてば、 風 きらら かに 吹きき 

たり、 

柏ば やし をと、 V ろかし、 枯葉 を 雪に まろばし 

ぬ。 

げ にも ひかりの 群青 や、 山の けむりの こなた 

にも、 

鳥 は その 巣 やつく ろはん、 ちぎれの 艸を ついば 



みて 帰リ 来し、 

むかし 誉れの 神童 は、 面 青膨れて 眼 ひかり、 秋 は 

かたむく 山里 を、 

どてら 着て 立つ 風の 中。 西 は 縮れて 雲 傷み、 青き 

大野の あちこちに、 

雨 かと そ、 ぐ 日の しめり、 こなた は 古り し 苗代の、 

刈 敷 朽ちぬ と水黝 き、 

なべて 丘に も 林に も、 た > 鳴る 松の 声 なれば、 あ 

はれさび しと 我家の、 

門 立ち入りて 白壁 も、 落ちし 土蔵の 奥 二階、 梨の 

葉 かざす 窓べ にて、 



(荷繩 を 投げよ はや 荷繩) 



雉子 鳴くな り その 雉子、 人な き 家の 暁 を、 

歩み 漁りて 叫ぶ らし。 



〔あな 雪 か 屠 者の ひとり は〕 



「あな 雪 かご 屠 者の ひとり は、 みなかみの 闇 をす 

かしぬ。 

車 押す みたり はう みて、 いらへ なく 橋 板 

ふみぬ。 

「雉な りき 青く 流れし ご 声 またも わぶ る 

がごと き。 

落 合に 水の 声して、 老いの 屠 者た y 

舌打ちぬ。 



著者 

造園 学の テキストに、 

著者の 原図と 銘 うちて 

と、 

青き 夕陽の 寒天 や、 

革の 手袋 はづ しつ ゝ、 



おのれが 像 を 百 あまり、 

かゝ げし こと も 夢 なれ や 

U 字の 梨の かなたより、 

しづに おくび し 歩みく る 



なせる 



〔毘 沙門の 堂 は 古びて〕 

毘 沙門の 堂 は 古びて、 

胸疾 みて つかさ を やめし、 

中ぞら にう かべ る 雲の、 

^水 はすべ りて くらく、 



梨 白く 花咲き ちれば、 

堂守の 眼 やさしき。 

まり 

蓋 やまた 椀の さまなる、 

草 火の みほのに 燃えた 



れ。 

雪の 宿 

ぬ さ を かざして 山つ 祇、 

-、 

一一 一一 口 

うなじ はかなく 瓶と る は、 

を さけびた けり 足ぶ みて、 



舞 ふ はぶら いの 町の 書 

峡には 一 のう ためなり。 

を どり めぐれる すがた 



せぬ 



^しろじろ とま じ はりて _ 



川し ろじろ とま じ はりて 

ほとり、 

病き つかれ わが 行けば、 

責 むる。 



うたかた しげき この 

そらの ひかり ぞ身を 



よるべな き 水素の 川に、 

驟雨 

驟雨 そ、 げば 新墾 の、 

湯気の ぬるき に 人た ちて 



ほと ほと と麻苧 うつ 妻- 



まづ 立ち こむ るつ ちけ 



故な く 噴る 身 は 暗し 



患者た ち廊の はづれ に、 

木が くれの あやなき 闇 を、 

熱植 ゑし 黒き 綿羊、 

月し ろ は 鉛 糖の ごと、 

コ 力 インの 白き かをり を、 

あり。 

しかも あれ 春の をと めら、 

みて、 



凶事の 兆 を 云へ り。 

声 細く い ゆきかへ りて、 

その 姿い とも あやしき。 

柱 列の 廊を わたれば、 

いそがしく よぎる 医師 



なべて 且つ 耐へ ほ、^ 
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村道 

朝日 かゾ やく 水仙 を、 にな ひて くる は詮之 

助、 

あたま ひかりて 過ぎ行く は、 枝 を 杖つ く村老 ヤコ 

ブ。 



〔僧の 妻 面 膨れた る〕 

僧の 妻 面 膨れた る、 飯盛りし 仏器 さゝげ 

くる。 

(雪 やみて 朝日 は 青く、 かう かう と 僧 は 看 

寄進 札 そ ^ ろに 誦 みて、 僧の 妻 庫裡に しりぞ 



(いま はとて 異の銅 鼓う ち、 晨光は みどりと か は 

る。) 



〔玉蜀黍 を播き やめ 環に ならべ 〕 

「玉蜀黍 を播き やめ 環に ならべ、 開 所の 祭 近 けれ 

ま、 

さんさ 踊り を さら ひせん ご 技手 農婦ら に 令 



「いそぎ ひれふせ、 ひざ ま づけ、 

と 技手 云へば、 

種子 やまく らん いこ ふらん、 



〔うから もて 台地の 雪 1 



シュク 



みじろが ざれ ご 

ひとら かすみに 



うから もて 台地の 雪に、 部落な せる その 杜黝 し。 



曙 人、 馮リ くる 児ら を、 穹窿ぞ 光りて 覆 ふ。 



〔残 丘 の 雪の 上. 



モナ ド ノック 



残 丘の 雪の 上に、 二す ぢ うかぶ 雲 

ありて、 

ひと 

誰か は 知らね サラァ なる、 女のお も ひ をう つ 

したる。 



〔吹雪 かゾ やくな かにして〕 

吹雪 か- V やくな かにして、 まことに 犬の 吠え 集リ 

し。 

あや 

燃 ゆる 吹雪の さなかと て、 妖しき※ 〔# 「蚌」 の 「虫」 

に 代えて 「目」、 をな せる もの かな。 
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